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Institute of Disaster and Environmental Science (IDES)

地域防災環境科学研究所
学術的・実践的な広い視野で、防災・環境問題を考えます。
メンバーシップ会員を対象に防災・環境問題に関する講演会を毎月実施
しています。
当研究所ではメンバーシップ会員（1年間12万円）に対して、毎月1回講演
会を1.5時間実施しています。建築・土木分野に関する諸問題を大所高所か
ら一流の講師により平易に解説いたします。また出席者にはCPDSが付与
され、新しい技術の研鑽に対応できます。講演会はメンバーシップ会員以
外にも公開していますので、積極的にご参加ください。尚、講演会の題目は
当研究所のHPでご覧いただけます。
学術的・実践的な広い視野で、産学連携を積極的に推進しています。
企業等の方々が参加できる共同研究体制を整備しています。その実績とし
て、地域の産学官共同研究を積極的に推進しています。本研究所に設置さ
れている最先端の研究設備や研究員との共同研究などが可能ですので、
ご相談ください。

▲「音環境計測システム」設置された6個のスピーカによって立体的に音を再現でき、建築の音環境に関する
評価実験などが実施される。
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・耐震 
・震災復旧復興 
・土砂災害 
・環境負荷低減 
・サウンドスケープ
・インフラメンテナンス
・グリーンインフラ

研究キーワード
・自然エネルギー活用 
・グリーン建築 
・地域防災マネジメント
・道路リスクマネジメント
・トンネル工学 
・アセットマネジメント
・防災放送 
・環境行動・環境心理 
・リスクアセスメント
・土砂災害 
・舗装工学

やつかほリサーチキャンパス

所長　上原 弦
https://wwwr.kanazawa-it.ac.jp/wwwr/lab/HIS/

Human Information Systems Laboratory

人間情報システム研究所
人間の「命」と「心」の機能解明を目指し、分子、細胞、脳の活動を多様な手法で研究
人間情報システム研究所は、情報システムとしての人間の特性を明らかにして健全
な心身のあり方を追及するとともに、それに見合ったテクノロジーや社会環境の実
現を目指した提言を行います。従来の機械システムが、私たち人間の生活に多くの
便益を与えた一方で、しばしばユーザーとの摩擦を起こしているのも事実です。こ
の摩擦を減らすには、変動する環境のなかでユーザーである人間の生理と意図を
理解し、それらにかなった機能をリアルタイムに自ら創り出すことのできる機械シス
テムの設計原理を創出することが必要となります。
当研究所では、このような目標のもとに、分子/細胞レベルから個体レベルの研究
を行い、細胞への機械刺激や神経細胞への栄養因子/機能阻害物質の作用とその
仕組みを調べて、皮膚、筋肉や脳の働きを物理化学的に解明することで、健康な心
身とは何かを追及し、それを実現するテクノロジーを開発します。また脳磁計を用い
たブレイン・コンピュータ・インターフェイス（BCI）やブレイン・クローニングなどの研
究を発展させて、人間と共創できる機械システムの設計を行っていきます。
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メカノバイオロジーの基礎と応用
・細胞の機械刺激感知能の仕組み
・細胞の重力感知能の仕組み
・機械刺激に対する細胞応答（増

殖、分化、運動）の仕組み
・がんのメカノバイオロジー
・創傷治癒促進、筋疾患（筋痛、フ

レイル）克服に向けた機械刺激
装置の開発

神経細胞の細胞生物学
・脳の働きを支える神経細胞の仕組み
・神経細胞の健康をささえる神

経栄養因子の役割
・脳疾患のための創薬と診断技術の開発
細胞・分子の機構や機能に関
する生物物理学的解明
・生体分子の一分子イメージン

グと機能分析

・細胞や神経細胞の移動の分子メカニズム
・脳の栄養循環の活動を非侵襲

で計測するシステムの開発
脳機能の解明とその工学的応用
・脳磁計を用いた脳のメカニズムの研究
・AIや機械学習を活用したブレイン・

コンピュータ・インターフェス（BCI）
・脳の電気的活動を再現するブ

レイン・クローニングの研究

研究キーワード
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▲ 生体一分子操作と一分子計測を行う装置 
（左上）実験に用いる海馬神経細胞の写真
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・ 一分子を見る
・ 分子を光で操作する
・ メカノバイオロジー
・ 細胞力覚
・ 重力感知
・ 創傷治癒
・ 筋疾患のメカノセラピー
・ がん
・ 培養脳細胞
・ 脳磁計と脳波
・ 脳機能解明
・ AIと機械学習
・ BCI

・ 神経栄養因子
・ 神経細胞の細胞生物学
・ 脳疾患の創薬と診断
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